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研究課題：神経筋疾患患者における健診データを含めたバイオマーカー解析 

に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2013年 5月 20日から 2016年 3月 31日の間に名古屋大学医学部附属病院で実施された

「神経筋疾患患者におけるバイオマーカー解析」研究、2012年 1月 1日から 2013年 12月

31日に実施された「球脊髄性筋萎縮症(SBMA)患者における定量的重症度指標の解析」研

究、2015年 9月 4日から 2020年 3月 31日に実施された「球脊髄性筋萎縮症(SBMA)におけ

る診療情報のレトロスペクティブ解析」、および 2015年 4月 28日から実施中の「神経筋

疾患患者における健診データを含めたバイオマーカー解析」に文書で同意のうえ参加して

いただいた神経筋疾患患者および健常者の方々、また、2000年 4月 1日から 2025年 3月

31日までに名古屋大学医学部附属病院脳神経内科に入院した患者 

 

２．研究目的・方法 

<目的> 

 神経筋疾患は神経や骨格筋の障害によって筋力低下や筋萎縮などをおこす疾患です。代

表的な疾患として、運動ニューロン疾患や筋ジストロフィーなどがあります。いずれも根

本的治療法は十分に確立されておらず、進行性の経過をたどることが多いとされていま

す。これまで名古屋大学では、運動ニューロン疾患などの神経筋疾患について、病気のメ

カニズムや治療について研究を進めてきました。今後さらなる治療研究をすすめるにあた

って、神経筋疾患の症状の変化や治療効果を、より正確に、かつ精度よく判定するための

指標（バイオマーカー）を見つけ出すことが重要です。この研究の目的は、以下に詳しく

述べる各種検査結果を解析し、病気の状態をより正確に反映する指標を探索することで

す。 

<方法> 

 対象者のカルテ情報を使用します。また保存された血液、尿、口腔粘膜および脳脊髄液

検体を解析いたします。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

・保存血液・尿・口腔粘膜・脳脊髄液 

・カルテ情報およびご参加いただいた研究から得られた情報 

ID、発症年齢、症状、発症からの期間、嗜好歴(喫煙および飲酒の有無)、合併症、既往歴、

家族歴、服用薬剤名、身長・体重、理学所見(徒手筋力テスト・定量的筋力検査・Timed walk 

test・Rise from bed test・握力・ピンチ力・舌圧測定検査・mQMG Score、失調測定検査、

筋電図検査、音響分析、9-hole peg検査含む)、神経学的所見、神経学的所見の静止画・動
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画情報、ADLスコア（ALSFRS-R・SBMAFRS・Limb Norris Scale・Norris Bulbar Scale・SARA・

ICARS・INAS・UPDRS・UMSARS・UHDRS）、アンケート結果（日本語版 M.I.N.I.・SF-36・ALSAQ-

5・SDQ・SWAL-QOL・MFI-20、SBMA-PROM）、血液検査{血液一般検査：白血球数、赤血球数、

ヘモグロビン、ヘマトクリット、血小板数 血液生化学検査：総蛋白、アルブミン、AST、

ALT、γ-GTP、ALP、LDH、総ビリルビン、LDL コレステロール、HDL コレステロール、BUN、

クレアチニン、クレアチン、アルドラーゼ、ミオグロビン、尿酸、Na、K、Cl、HbA1c、CK、

シスタチン C、テストステロン、DHEA-S、LH、FSH、CGRP1、甲状腺関連ホルモン（freeT3, 

freeT4,TSH,TRH）、IGF-1、血糖、トリグリセライド、総胆汁酸、NTx、TRACP-5b、骨型アル

カリフォスファターゼ、total P1NP、ucOC、総ホモシステイン、ペントシジン、25-OHビタ

ミン D、intact-PTH、whole-PTH等}、尿検査{尿一般検査（定性）：糖、蛋白、潜血、ウロ

ビリノーゲン、尿生化学検査：尿中 8-OHdG}、血液・尿・脳脊髄液メタボロミクス、プロテ

オミクス、脳脊髄液検査、個別のバイオマーカー、全身骨塩検査(DXA法)、体組成分析検査

（Seca・InBody）、呼吸機能検査{肺活量（VC）：実測値（L）および予測率（%）、努力肺

活量（FVC）：実測値（L）および予測率（%）、一秒率（FEV1.0%-G）：実測値（%）、ピー

クフロー（PEF）：実測値（L/sec）および予測率（%）、V(・)50/V(・)25：実測値、呼吸抵

抗}、MRI+MRA検査（脳、頸髄、末梢神経および筋）、遺伝学的検査結果（球脊髄性筋萎縮症

患者におけるアンドロゲン受容体遺伝子上の CAG リピート数など）、血液・脳脊髄液中

neurofilament light chain、尿中 Titin N-fragment、尿中 p75ECDを含む、これまでの診療

から得られたすべての情報。 

 

<研究期間> 

 2015年 4月 28日 ～ 2028年 3月 31日 

 

４．外部への試料・情報の提供 

（１）Metabolon,Inc.（米国・委託検査） 

非識別化を行い、サンプルID・年齢・性別・BMI情報と検体のみが送られます。 

（２）自治医科大学付属病院リハビリテーションセンター、東京大学医学部付属病院環境安

全管理室、東京医科歯科大学医学部付属病院長寿・健康人生推進センター 

非識別化を行い、血液・尿・MRI＋MRA・全身骨塩・呼吸機能・舌圧測定・アンケート・ADL

スコア・運動機能検査結果・体組成検査結果と血清保存検体、尿保存検体などを授受します。 

（３）Biogen Idec. （米国・委託） 

非識別化を行い、サンプル ID・年齢・性別・BMI情報・球脊髄性筋萎縮症患者における CAG

リピート数・血液・尿・MRI＋MRA・全身骨塩・呼吸機能・舌圧測定・アンケート・ADLスコ

ア・運動機能検査結果と既存の血液・脳脊髄液検体が提供されることがあります。 

（４）順天堂大学医学部・生化学第一講座 

非識別化を行い、血液検体が送付され解析を行います。 
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（５）東邦大学医学部・内科学講座神経内科分野 

非識別化を行った上で、サンプル IDと血液検体を送付します。 

（６）SomaLogic, Inc.(米国) 

プロテオミクスを委託（外注）します。検体と非識別化されたサンプル IDのみが送られま

す。 

（７）オーリンクプロテオミクス株式会社 (日本・委託、測定は米国の可能性あり) 

プロテオミクスを委託（外注）します。検体と非識別化されたサンプル IDのみが送られま

す。測定はタカラバイオ社（日本）を通じて行う。 

（８）株式会社 LSIメディエンス (日本・委託) 

高感度個別バイオマーカー測定を委託（外注）します。検体と非識別化されたサンプル ID

のみが送られます。 

（９）Lund University Faculty of Medicine, Department of Clinical Science, Clinical 

Memory Research （Sweden） 

非識別化を行い、サンプル ID・年齢・性別・BMI情報・病歴・血液・脳脊髄液サンプルおよ

び、呼吸機能・アンケート・ADLスコア・運動機能検査結果と本研究計画書に記載の既存・

血液・脳脊髄液検体が提供されます。脳脊髄サンプルを用いたバイオマーカー解析を行いま

す。結果は名古屋大学と共同で解析されます。 

 

（10）Annji Pharmaceutical Co., Ltd. （台湾） 

非識別化を行い、サンプル ID・生年月日・年齢・性別・BMI情報・既往歴・使用する薬剤情

報・球脊髄性筋萎縮症患者における CAGリピート数・血液・尿・全身骨塩・呼吸機能・舌圧

測定・ADLスコア・運動機能検査結果が提供されます。 

提供先機関の所在地における個人情報保護に関する制度及び当該制度に準拠して具体的に

講じる個人情報保護のために講ずる措置、 

制度名：個人情報保護法（Personal Data Protection Act） 

具体的に講じる措置：非識別化 

 

（11）Bonn University Dept. Neurodegenerative Diseases and Gerontopsychiatry 

(Germany) 

非識別化を行い、サンプル ID・年齢・性別・BMI情報・病歴・血液・脳脊髄液サンプルおよ

び、呼吸機能・アンケート・ADLスコア・運動機能検査結果と本研究計画書に記載の既存・

血液・脳脊髄液検体が提供されます。脳脊髄サンプルを用いたバイオマーカー解析を行いま

す。結果は名古屋大学と共同で解析されます。 

 

（12） Fondazione IRCCS Istituto Neurologico Carlo Besta (Italy) 



西暦 2026 年 4 月 16 日 作成         Ver.23.0 

 

   

 

非識別化を行い、サンプル ID・年齢・性別・BMI情報・病歴・血液・脳脊髄液サンプルおよ

び、呼吸機能・アンケート・ADLスコア・運動機能検査結果と本研究計画書に記載の既存・

血液・脳脊髄液検体が提供されます。脳脊髄サンプルを用いたバイオマーカー解析を行いま

す。結果は名古屋大学と共同で解析されます。 

 

（13）島津テクノリサーチ (日本) 

メタボロミクスを委託（外注）する。検体と非識別化されたサンプル ID・年齢・BMI情報の

みが提供されます。 

 

（14）Eli Lilly and Company （米国） 

非識別化を行い、サンプル ID・年齢・性別・BMI情報・血液・尿・脳脊髄液、MRI＋MRA・全

身骨塩・呼吸機能・舌圧測定・アンケート・ADLスコア・運動機能検査結果が提供されます。 

 

(15)フォーネスライフ株式会社：タンパク質測定行う（外部委託）。 

 

(16)NECソリューションイノベータ株式会社：SomaScanを用いたタンパク質測定権利の提

供、および共同でタンパク質測定の解析を行う。 

 

米国の施設へ検体の送付については以下の基準に則ります。 

提供先機関の所在地における個人情報保護に関する制度及び当該制度に準拠して具体的に

講じる個人情報保護のために講ずる措置、 

制度名：OECD プライバシーガイドライン 8 原則 

具体的に講じる措置：非識別化 

 

研究結果の公表 

 研究の成果については提供者本人やその家族の氏名などが明らかにならないようにした

上で学会や学術雑誌などで公に発表されることがあります。また、学術雑誌への公表に伴っ

て、研究データが公的データベースに登録されることがあります。 

 

５．研究組織 

<共同研究機関・研究責任者> 

自治医科大学附属病院リハビリテーションセンター・森田 光哉 

東京大学医学部附属病院環境安全管理室・山本 知孝 

東京科学大学医歯学専攻先端医療開発学講座ゲノム健康医療学分野・石川 欽也 

順天堂大学医学部・生化学第一講座・教授・横溝岳彦 

東邦大学医学部・内科学講座神経内科分野・教授・狩野修 
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武田薬品工業株式会社・リサーチ・ニューロサイエンス創薬ユニット・リサーチマネー

ジャー・上口 英則 

Lund University Faculty of Medicine, Department of Clinical Science, Clinical 

Memory Research, Niklas Mattsson-Carlgren 

Annji Pharmaceutical Co., Ltd. （台湾）Jenny Chang 

Bonn University (Germany)  Anja Schneider 

Fondazione IRCCS Istituto Neurologico Carlo Besta, S.C Neurologia 10 –Malattie 

Neurologiche Rare,  Giuseppe Lauria Pinter 

ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社 デジタルヘルスケア・未来都市統括部 加藤信太郎 

Kyungpook National University(大韓民国), School of Medicine, Department of Neurology, Jin-

Sung Park 

 

 

６．利益相反 

共同研究機関である武田薬品株式会社から共同研究費の提供を受けて研究を実施する

ため、同社との間に利益相反関係が生じています。しかし、同社と利益相反関係に無い

研究者が研究組織に含まれ、利益相反関係の無い研究者を含めてデータの管理と評価を

行うことから、研究の中立性及び公平性は担保されます。 

また、NECソリューションイノベータ株式会社より SomaScan測定権利の提供及び測定業務と

解析業務の役務提供を受けるため利益相反関係が生じていますが、解析・評価の際に同社

と利益相反のない研究者を交えて実施することで研究の公平性・中立性を担保します。

SomaScan を用いて得られた情報は NEC ソリューションイノベータ株式会社と共有します。 

 

 

７．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出く

ださい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

診療担当医師氏名：山田普一郎（電話 052-744-2391、ファックス 052-744-2394） 

名古屋大学大学院医学系研究科：〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

 

○苦情の受付先 
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名古屋大学医学部経営企画課：（052-744-2479） 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 神経内科学 

研究責任者名 勝野 雅央 

 

研究代表者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 神経内科学 

研究責任者名 勝野 雅央 

 

 


